
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
編

通
則

第
一
編

通
則

第
一
章
～
第
八
章

（
略
）

第
一
章
～
第
八
章

（
略
）

第
九
章

監
督
等
（
第
八
十
五
条
―
第
九
十
八
条
の
四
）

第
九
章

監
督
等
（
第
八
十
五
条
―
第
九
十
八
条
の
三
）

第
十
章

（
略
）

第
十
章

（
略
）

第
二
編
～
第
四
編

（
略
）

第
二
編
～
第
四
編

（
略
）

附
則

附
則

（
産
業
医
の
選
任
等
）

（
産
業
医
の
選
任
）

第
十
三
条

（
略
）

第
十
三
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

事
業
者
は
、
産
業
医
が
辞
任
し
た
と
き
又
は
産
業
医
を
解
任
し
た
と
き
は

（
新
設
）

、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
衛
生
委
員
会
又
は
安
全
衛
生
委
員

会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
産
業
医
及
び
産
業
歯
科
医
の
職
務
等
）

（
産
業
医
及
び
産
業
歯
科
医
の
職
務
等
）

第
十
四
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に

第
十
四
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の

掲
げ
る
事
項
で
医
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
も
の
と
す
る
。

事
項
で
医
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
六
十
六
条
の
八
第
一
項
及
び
第
六
十
六
条
の
八
の
二
第
一
項
に
規

二

法
第
六
十
六
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
面
接
指
導
及
び
法
第
六
十
六

定
す
る
面
接
指
導
並
び
に
法
第
六
十
六
条
の
九
に
規
定
す
る
必
要
な
措
置

条
の
九
に
規
定
す
る
必
要
な
措
置
の
実
施
並
び
に
こ
れ
ら
の
結
果
に
基
づ

の
実
施
並
び
に
こ
れ
ら
の
結
果
に
基
づ
く
労
働
者
の
健
康
を
保
持
す
る
た

く
労
働
者
の
健
康
を
保
持
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

め
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

三
～
九

（
略
）

三
～
九

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

７

産
業
医
は
、
労
働
者
の
健
康
管
理
等
を
行
う
た
め
に
必
要
な
医
学
に
関
す

（
新
設
）

る
知
識
及
び
能
力
の
維
持
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



（
産
業
医
に
対
す
る
情
報
の
提
供
）

第
十
四
条
の
二

法
第
十
三
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、

（
新
設
）

次
に
掲
げ
る
情
報
と
す
る
。

一

法
第
六
十
六
条
の
五
第
一
項
、
第
六
十
六
条
の
八
第
五
項
（
法
第
六
十

六
条
の
八
の
二
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
又
は
第
六
十
六
条
の
十
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
既
に
講
じ
た
措
置
又
は

講
じ
よ
う
と
す
る
措
置
の
内
容
に
関
す
る
情
報
（
こ
れ
ら
の
措
置
を
講
じ

な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
）

二

第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第
五
十
二
条
の
七
の
二
第
一
項
の
超
え

た
時
間
が
一
月
当
た
り
八
十
時
間
を
超
え
た
労
働
者
の
氏
名
及
び
当
該
労

働
者
に
係
る
当
該
超
え
た
時
間
に
関
す
る
情
報

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
労
働
者
の
業
務
に
関
す
る
情
報
で
あ

つ
て
産
業
医
が
労
働
者
の
健
康
管
理
等
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
と
認

め
る
も
の

２

法
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
情
報
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と

す
る
。

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
情
報

法
第
六
十
六
条
の
四
、
第
六
十
六
条
の

八
第
四
項
（
法
第
六
十
六
条
の
八
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
又
は
第
六
十
六
条
の
十
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
医
師
又
は
歯

科
医
師
か
ら
の
意
見
聴
取
を
行
つ
た
後
、
遅
滞
な
く
提
供
す
る
こ
と
。

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
情
報

第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
（
第
五
十
二

条
の
七
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

り
同
号
の
超
え
た
時
間
の
算
定
を
行
つ
た
後
、
速
や
か
に
提
供
す
る
こ
と

。
三

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
情
報

産
業
医
か
ら
当
該
情
報
の
提
供
を
求
め

ら
れ
た
後
、
速
や
か
に
提
供
す
る
こ
と
。

（
産
業
医
に
よ
る
勧
告
等
）

第
十
四
条
の
三

産
業
医
は
、
法
第
十
三
条
第
五
項
の
勧
告
を
し
よ
う
と
す
る

（
新
設
）



と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
勧
告
の
内
容
に
つ
い
て
、
事
業
者
の
意
見
を

求
め
る
も
の
と
す
る
。

２

事
業
者
は
、
法
第
十
三
条
第
五
項
の
勧
告
を
受
け
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
録
し
、
こ
れ
を
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
勧
告
の
内
容

二

当
該
勧
告
を
踏
ま
え
て
講
じ
た
措
置
の
内
容
（
措
置
を
講
じ
な
い
場
合

に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
）

３

法
第
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
同
条
第
五
項
の
勧
告
を
受

け
た
後
遅
滞
な
く
行
う
も
の
と
す
る
。

４

法
第
十
三
条
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
と
す
る
。

一

当
該
勧
告
の
内
容

二

当
該
勧
告
を
踏
ま
え
て
講
じ
た
措
置
又
は
講
じ
よ
う
と
す
る
措
置
の
内

容
（
措
置
を
講
じ
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
）

（
産
業
医
に
対
す
る
権
限
の
付
与
等
）

第
十
四
条
の
四

事
業
者
は
、
産
業
医
に
対
し
、
第
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲

（
新
設
）

げ
る
事
項
を
な
し
得
る
権
限
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
権
限
に
は
、
第
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
次
に

掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
権
限
が
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

一

事
業
者
又
は
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

二

第
十
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
情

報
を
労
働
者
か
ら
収
集
す
る
こ
と
。

三

労
働
者
の
健
康
を
確
保
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

、
労
働
者
に
対
し
て
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
。

（
産
業
医
の
定
期
巡
視
）

（
産
業
医
の
定
期
巡
視
及
び
権
限
の
付
与
）

第
十
五
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

（
削
る
）

２

事
業
者
は
、
産
業
医
に
対
し
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
項
を
な
し
得

る
権
限
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



（
産
業
医
を
選
任
す
べ
き
事
業
場
以
外
の
事
業
場
の
労
働
者
の
健
康
管
理
等

（
産
業
医
を
選
任
す
べ
き
事
業
場
以
外
の
事
業
場
の
労
働
者
の
健
康
管
理
等

）

）

第
十
五
条
の
二

法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は

第
十
五
条
の
二

法
第
十
三
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
労
働

、
労
働
者
の
健
康
管
理
等
を
行
う
の
に
必
要
な
知
識
を
有
す
る
保
健
師
と
す

者
の
健
康
管
理
等
を
行
う
の
に
必
要
な
知
識
を
有
す
る
保
健
師
と
す
る
。

る
。

２

事
業
者
は
、
法
第
十
三
条
第
一
項
の
事
業
場
以
外
の
事
業
場
に
つ
い
て
、

２

事
業
者
は
、
法
第
十
三
条
第
一
項
の
事
業
場
以
外
の
事
業
場
に
つ
い
て
、

法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
労
働
者
の
健
康
管
理
等
の
全
部

法
第
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
者
に
労
働
者
の
健
康
管
理
等
の
全
部
又
は
一

又
は
一
部
を
行
わ
せ
る
に
当
た
つ
て
は
、
労
働
者
の
健
康
管
理
等
を
行
う
同

部
を
行
わ
せ
る
に
当
た
つ
て
は
、
労
働
者
の
健
康
管
理
等
を
行
う
同
条
に
規

項
に
規
定
す
る
医
師
の
選
任
、
国
が
法
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
援
助
と

定
す
る
医
師
の
選
任
、
国
が
法
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
援
助
と
し
て
行

し
て
行
う
労
働
者
の
健
康
管
理
等
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
の
相
談
そ
の
他
の

う
労
働
者
の
健
康
管
理
等
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
の
相
談
そ
の
他
の
必
要
な

必
要
な
援
助
の
事
業
の
利
用
等
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

援
助
の
事
業
の
利
用
等
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
法
第
十
三
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準

（
新
設
）

用
す
る
法
第
十
三
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
に
つ
い
て
、

第
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
法
第
十
三
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
準
用
す
る
。

（
委
員
会
の
会
議
）

（
委
員
会
の
会
議
）

第
二
十
三
条

（
略
）

第
二
十
三
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

事
業
者
は
、
委
員
会
の
開
催
の
都
度
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
録
し
、
こ

４

事
業
者
は
、
委
員
会
に
お
け
る
議
事
で
重
要
な
も
の
に
係
る
記
録
を
作
成

れ
を
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
て
、
こ
れ
を
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

委
員
会
の
意
見
及
び
当
該
意
見
を
踏
ま
え
て
講
じ
た
措
置
の
内
容

（
新
設
）

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
に
お
け
る
議
事
で
重
要
な
も
の

（
新
設
）

５

産
業
医
は
、
衛
生
委
員
会
又
は
安
全
衛
生
委
員
会
に
対
し
て
労
働
者
の
健

（
新
設
）

康
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
必
要
な
調
査
審
議
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
面
接
指
導
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
要
件
等
）

（
面
接
指
導
の
対
象
と
な
る
労
働
者
の
要
件
等
）

第
五
十
二
条
の
二

法
第
六
十
六
条
の
八
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

第
五
十
二
条
の
二

法
第
六
十
六
条
の
八
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

要
件
は
、
休
憩
時
間
を
除
き
一
週
間
当
た
り
四
十
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ

要
件
は
、
休
憩
時
間
を
除
き
一
週
間
当
た
り
四
十
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ

た
場
合
に
お
け
る
そ
の
超
え
た
時
間
が
一
月
当
た
り
八
十
時
間
を
超
え
、
か

た
場
合
に
お
け
る
そ
の
超
え
た
時
間
が
一
月
当
た
り
百
時
間
を
超
え
、
か
つ



つ
、
疲
労
の
蓄
積
が
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
項

、
疲
労
の
蓄
積
が
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の

の
期
日
前
一
月
以
内
に
法
第
六
十
六
条
の
八
第
一
項
又
は
第
六
十
六
条
の
八

期
日
前
一
月
以
内
に
法
第
六
十
六
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
面
接
指
導
（

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
面
接
指
導
を
受
け
た
労
働
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
面
接
指
導
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
労
働
者
そ
の

る
労
働
者
で
あ
つ
て
法
第
六
十
六
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
面
接
指
導
（

他
こ
れ
に
類
す
る
労
働
者
で
あ
つ
て
面
接
指
導
を
受
け
る
必
要
が
な
い
と
医

以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
法
第
六
十
六
条
の
八
の
面
接
指
導
」
と
い
う
。
）

師
が
認
め
た
も
の
を
除
く
。

を
受
け
る
必
要
が
な
い
と
医
師
が
認
め
た
も
の
を
除
く
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

事
業
者
は
、
第
一
項
の
超
え
た
時
間
の
算
定
を
行
つ
た
と
き
は
、
速
や
か

３

事
業
者
は
、
第
一
項
の
超
え
た
時
間
の
算
定
を
行
つ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
、
同
項
の
超
え
た
時
間
が
一
月
当
た
り
八
十
時
間
を
超
え
た
労
働
者
に
対

に
、
同
項
の
超
え
た
時
間
が
一
月
当
た
り
百
時
間
を
超
え
た
労
働
者
の
氏
名

し
、
当
該
労
働
者
に
係
る
当
該
超
え
た
時
間
に
関
す
る
情
報
を
通
知
し
な
け

及
び
当
該
労
働
者
に
係
る
超
え
た
時
間
に
関
す
る
情
報
を
産
業
医
に
提
供
し

れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
面
接
指
導
の
実
施
方
法
等
）

（
面
接
指
導
の
実
施
方
法
等
）

第
五
十
二
条
の
三

法
第
六
十
六
条
の
八
の
面
接
指
導
は
、
前
条
第
一
項
の
要

第
五
十
二
条
の
三

面
接
指
導
は
、
前
条
第
一
項
の
要
件
に
該
当
す
る
労
働
者

件
に
該
当
す
る
労
働
者
の
申
出
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

の
申
出
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

事
業
者
は
、
労
働
者
か
ら
第
一
項
の
申
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く

３

事
業
者
は
、
労
働
者
か
ら
第
一
項
の
申
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く

、
法
第
六
十
六
条
の
八
の
面
接
指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
面
接
指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
面
接
指
導
に
お
け
る
確
認
事
項
）

（
面
接
指
導
に
お
け
る
確
認
事
項
）

第
五
十
二
条
の
四

医
師
は
、
法
第
六
十
六
条
の
八
の
面
接
指
導
を
行
う
に
当

第
五
十
二
条
の
四

医
師
は
、
面
接
指
導
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
前
条
第
一

た
つ
て
は
、
前
条
第
一
項
の
申
出
を
行
つ
た
労
働
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る

項
の
申
出
を
行
つ
た
労
働
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
確
認
を

事
項
に
つ
い
て
確
認
を
行
う
も
の
と
す
る
。

行
う
も
の
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

（
労
働
者
の
希
望
す
る
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
の
証
明
）

（
労
働
者
の
希
望
す
る
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
の
証
明
）

第
五
十
二
条
の
五

法
第
六
十
六
条
の
八
第
二
項
た
だ
し
書
の
書
面
は
、
当
該

第
五
十
二
条
の
五

法
第
六
十
六
条
の
八
第
二
項
た
だ
し
書
の
書
面
は
、
当
該

労
働
者
の
受
け
た
法
第
六
十
六
条
の
八
の
面
接
指
導
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ

労
働
者
の
受
け
た
面
接
指
導
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
も

る
事
項
を
記
載
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）



三

法
第
六
十
六
条
の
八
の
面
接
指
導
を
行
つ
た
医
師
の
氏
名

三

面
接
指
導
を
行
つ
た
医
師
の
氏
名

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

（
面
接
指
導
結
果
の
記
録
の
作
成
）

（
面
接
指
導
結
果
の
記
録
の
作
成
）

第
五
十
二
条
の
六

事
業
者
は
、
法
第
六
十
六
条
の
八
の
面
接
指
導
（
法
第
六

第
五
十
二
条
の
六

事
業
者
は
、
面
接
指
導
（
法
第
六
十
六
条
の
八
第
二
項
た

十
六
条
の
八
第
二
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
当
該
労
働
者
が
受
け
た
も

だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
当
該
労
働
者
が
受
け
た
面
接
指
導
を
含
む
。
次
条

の
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
結
果
に
基
づ
き
、
当
該
法
第
六
十

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
結
果
に
基
づ
き
、
当
該
面
接
指
導
の
結
果
の
記
録
を

六
条
の
八
の
面
接
指
導
の
結
果
の
記
録
を
作
成
し
て
、
こ
れ
を
五
年
間
保
存

作
成
し
て
、
こ
れ
を
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
面
接
指
導
の
結
果
に
つ
い
て
の
医
師
か
ら
の
意
見
聴
取
）

（
面
接
指
導
の
結
果
に
つ
い
て
の
医
師
か
ら
の
意
見
聴
取
）

第
五
十
二
条
の
七

法
第
六
十
六
条
の
八
の
面
接
指
導
の
結
果
に
基
づ
く
法
第

第
五
十
二
条
の
七

面
接
指
導
の
結
果
に
基
づ
く
法
第
六
十
六
条
の
八
第
四
項

六
十
六
条
の
八
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
医
師
か
ら
の
意
見
聴
取
は
、
当
該
法

の
規
定
に
よ
る
医
師
か
ら
の
意
見
聴
取
は
、
面
接
指
導
が
行
わ
れ
た
後
（
法

第
六
十
六
条
の
八
の
面
接
指
導
が
行
わ
れ
た
後
（
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
の

第
六
十
六
条
の
八
第
二
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
労
働
者
が

場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
労
働
者
が
当
該
法
第
六
十
六
条
の
八
の
面
接
指
導

面
接
指
導
の
結
果
を
証
明
す
る
書
面
を
事
業
者
に
提
出
し
た
後
）
、
遅
滞
な

の
結
果
を
証
明
す
る
書
面
を
事
業
者
に
提
出
し
た
後
）
、
遅
滞
な
く
行
わ
な

く
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
六
十
六
条
の
八
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
時
間
等
）

第
五
十
二
条
の
七
の
二

法
第
六
十
六
条
の
八
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令

（
新
設
）

で
定
め
る
時
間
は
、
休
憩
時
間
を
除
き
一
週
間
当
た
り
四
十
時
間
を
超
え
て

労
働
さ
せ
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
超
え
た
時
間
に
つ
い
て
、
一
月
当
た
り
百

時
間
と
す
る
。

２

第
五
十
二
条
の
二
第
二
項
、
第
五
十
二
条
の
三
第
一
項
及
び
第
五
十
二
条

の
四
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
六
十
六
条
の
八
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
面
接
指
導
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
二
条

の
二
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
二
条
の
七
の
二
第
一
項
」

と
、
第
五
十
二
条
の
三
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
の
要
件
に
該
当
す
る
労
働

者
の
申
出
に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
前
条
第
二
項
の
期
日
後
、
遅
滞
な
く
」

と
、
第
五
十
二
条
の
四
中
「
前
条
第
一
項
の
申
出
を
行
つ
た
労
働
者
」
と
あ



る
の
は
「
労
働
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
六
十
六
条
の
八
の
三
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
等
）

第
五
十
二
条
の
七
の
三

法
第
六
十
六
条
の
八
の
三
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

（
新
設
）

る
方
法
は
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
よ
る
記
録
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等

の
電
子
計
算
機
の
使
用
時
間
の
記
録
等
の
客
観
的
な
方
法
そ
の
他
の
適
切
な

方
法
と
す
る
。

２

事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
把
握
し
た
労
働
時
間
の
状
況

の
記
録
を
作
成
し
、
三
年
間
保
存
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
六
十
六
条
の
九
の
必
要
な
措
置
の
実
施
）

（
法
第
六
十
六
条
の
九
に
規
定
す
る
必
要
な
措
置
の
実
施
）

第
五
十
二
条
の
八

法
第
六
十
六
条
の
九
の
必
要
な
措
置
は
、
法
第
六
十
六
条

第
五
十
二
条
の
八

法
第
六
十
六
条
の
九
の
必
要
な
措
置
は
、
面
接
指
導
の
実

の
八
の
面
接
指
導
の
実
施
又
は
法
第
六
十
六
条
の
八
の
面
接
指
導
に
準
ず
る

施
又
は
面
接
指
導
に
準
ず
る
措
置
と
す
る
。

措
置
と
す
る
。

２

労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
四
十
一
条
の
二
第

２

法
第
六
十
六
条
の
九
の
必
要
な
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
行
う

一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
す
る
労
働
者
以
外
の
労
働
者
に
対
し
て
行
う
法
第

も
の
と
す
る
。

六
十
六
条
の
九
の
必
要
な
措
置
は
、
事
業
場
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
当
該
必

一

長
時
間
の
労
働
に
よ
り
、
疲
労
の
蓄
積
が
認
め
ら
れ
、
又
は
健
康
上
の

要
な
措
置
の
実
施
に
関
す
る
基
準
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す

不
安
を
有
し
て
い
る
労
働
者

る
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
事
業
場
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
法
第
六

十
六
条
の
九
の
必
要
な
措
置
の
実
施
に
関
す
る
基
準
に
該
当
す
る
労
働
者

（
削
る
）

３

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
法
第
六
十
六
条
の
九
の
必

要
な
措
置
は
、
当
該
労
働
者
の
申
出
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
健
康
管
理
手
帳
の
交
付
）

（
健
康
管
理
手
帳
の
交
付
）

第
五
十
三
条

法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該

第
五
十
三
条

法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該

当
す
る
者
は
、
労
働
基
準
法
の
施
行
の
日
以
降
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄

当
す
る
者
は
、
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の
施
行

に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
し
、
そ
の
従
事
し
た
業
務
に
応
じ
て
、
離
職
の
際
に

の
日
以
降
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
し
、
そ
の
従

又
は
離
職
の
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る

事
し
た
業
務
に
応
じ
て
、
離
職
の
際
に
又
は
離
職
の
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同

者
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
者
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

要
件
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。



（
表
略
）

（
表
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
の
作
成
の
指
示
等
）

（
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
の
作
成
の
指
示
等
）

第
八
十
四
条

（
略
）

第
八
十
四
条

（
略
）

２

法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号

２

法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
の
事
業
者
が
発
生
さ
せ
た
重
大
な
労
働
災
害
及
び
当
該
重
大
な
労

二

前
号
の
事
業
者
が
発
生
さ
せ
た
重
大
な
労
働
災
害
及
び
当
該
重
大
な
労

働
災
害
と
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
同
様
で
あ
る
重
大
な
労
働
災

働
災
害
と
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
同
様
で
あ
る
重
大
な
労
働
災

害
が
、
い
ず
れ
も
当
該
事
業
者
が
法
、
じ
ん
肺
法
若
し
く
は
作
業
環
境
測

害
が
、
い
ず
れ
も
当
該
事
業
者
が
法
、
じ
ん
肺
法
若
し
く
は
作
業
環
境
測

定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命

定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命

令
の
規
定
又
は
労
働
基
準
法
第
三
十
六
条
第
六
項
第
一
号
、
第
六
十
二
条

令
の
規
定
又
は
労
働
基
準
法
第
三
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
六
十
二

第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
六
十
三
条
、
第
六
十
四
条
の
二
若
し
く
は

条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
六
十
三
条
、
第
六
十
四
条
の
二
若
し
く

第
六
十
四
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
規
定
に

は
第
六
十
四
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
規
定

基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て
発
生
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
場
合

に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て
発
生
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
場
合

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
法
令
等
の
周
知
の
方
法
等
）

（
法
令
等
の
周
知
の
方
法
）

第
九
十
八
条
の
二

法
第
百
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い

第
九
十
八
条
の
二

法
第
百
一
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
厚
生
労
働
省
令
で

、
第
二
十
三
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
と
す
る
。

定
め
る
方
法
は
、
第
二
十
三
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
と
す
る
。

２

法
第
百
一
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り

（
新
設
）

と
す
る
。

一

事
業
場
に
お
け
る
産
業
医
（
法
第
百
一
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
者
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
業
務
の
具
体
的
な
内
容

二

産
業
医
に
対
す
る
健
康
相
談
の
申
出
の
方
法

三

産
業
医
に
よ
る
労
働
者
の
心
身
の
状
態
に
関
す
る
情
報
の
取
扱
い
の
方

法

３

法
第
百
一
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る

２

法
第
百
一
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る



方
法
と
す
る
。

方
法
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

（
指
針
の
公
表
）

第
九
十
八
条
の
三

第
二
十
四
条
の
規
定
は
、
法
第
百
四
条
第
三
項
の
規
定
に

（
新
設
）

よ
る
指
針
の
公
表
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
九
十
八
条
の
四

（
略
）

第
九
十
八
条
の
三

（
略
）


